




【慶長7年（1602）、宗達による平家納経の清盛願文表紙絵・見返絵の補作】
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図30　願文 見返絵「草を食む雌鹿」

図32　願文 巻首の状態

図33　平家納経の厳王品 山の端の日輪
（日輪は金砂子で表す）

図34　宗達下絵・素庵書 謡本「藍染川」
慶長11年（1606）書写（嵯峨本料紙）

↓当初の清盛願文の巻首　 ↓「櫛筆文書」（新たに装着）

図31　願文 表紙絵「薄」

↓見返絵「草を食む雌鹿」



【願文の表紙絵「薄」と見返絵「草を食む鹿」の意味】
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願文の本紙（5枚の雁皮紙）を巻き終わった第一紙裏面の左端側には、手垢の黒い汚れ（A）がある。
当初、願文に表紙があれば、このような黒い汚れは生じない。

　慶長の修理の際、願文を保護し、荘厳するために新たに表紙が取り付けられた。その軸首は
平安期のものではなく、慶長期に作られたものである。願文は、奉納の際に読み上げる発願の趣
旨を書いたものであり、法華経ほかの納経とは別種のものである。願文は未装のまま巻かれ、三
十二巻の経巻に添えて経箱に納められた。
　新補の願文表紙には、金銀泥で「なびく薄と穂」、金泥で「横筋の夕陽の光」が描かれ、晩秋、
落日の「薄の原」が表されている（図31）。
　その見返しには、山麓で若草を食む身籠の雌鹿が金泥と銀泥で描かれ、その鹿の半円の形は、
山の端から昇る朝陽のイメージを重ねて表している（図30）。山の端から半円形の日輪をのぞか
せるモティーフは、平家納経厳王品の料紙装飾（図33）からヒントを得たものであろう。金銀泥と
金砂子で描かれた「雲」は、雨を降らし山麓を潤し、草を育てる。本図にも、法華経薬草喩品の「三
草二木」の喩えが絵画化されている。このモティーフは、嘱累品の見返絵における「雲と槇」の表
現と関連がある。宗達は単に風景を描いたのではなく、経典の心映えを描いたのである。
　願文の表紙絵と見返絵は、「死」と「生」を象徴的に表したもので、仏教の「無常観」を意味する。
また薄の「秋」と厳島神社の「安芸（あき）」、「鹿原（ろくはら）」・「麓原」と平清盛の邸宅があっ
た「六波羅（ろくはら）」という同音異義の言葉の修辞法が使われ、宗達の機智性と遊び心がうか
がわれる。平家納経の遊戯性から学んだのであろう。そのような遊び心は、近代の日本画家安田
靱彦の画には見られない。
　見返絵に「鹿」を描いた理由として、一つは、厳島に昔から生息する「神鹿」を意図したことが
あげられる。もう一つは、慶長の修理の際に、内大臣に昇任された直後の清盛自筆「櫛筆文書」
（仁安元年十一月十八日付、平家納経奉納の二年後の文書）一通が発見され、保存のために願
文本紙の前に附装されたことに関係がある。

図35　清盛願文の裏面（紙背） 〔昭和大修理後の状態〕

（B）↓表紙表の手垢の汚れ 「櫛筆文書」（裏・紙背） （A）↓願文裏の手垢の汚れ



III - 10

【櫛筆の解釈】

　清盛自筆「櫛筆文書」（図32）は、金銀砂子、小切箔散らしの装飾料紙に書かれている。慶長7
年に、「櫛筆文書」を願文の前に附装することは、福島正則の指示によるものではなく、経師の判断
でもなく、修復の監修を一任された人物が指示したにちがいない。その装訂を考えたのは、角倉素
庵その人ではないかと、わたしは考えている（後述）。
　櫛筆の解釈については、多くの研究者がいろいろな説を提示した。たとえば、「写経の本文字行
を櫛歯に譬喩したもの」（岡田清『安芸厳島図会』）、「写経の用筆（藁筆）とみる」（小林太市郎『大
和絵史論』）、「結縁分写の担当を記した結縁交名帳の断簡」（田中塊堂『日本写経綜鍳』）「報賽目
録の断簡」（亀田孜『平家納経図録』）、「崇徳院の怨霊を退散させるための呪術の言葉」（小松茂美
『平家納経の研究』）などの説がある。
　「櫛筆文書」の七日前、仁安元年（1166）十一月十一日に、清盛は内大臣に昇任した。再度の厳
島の神への報謝として、取り急ぎ、かつて平家納経の書写に用いた「写経筆」（鹿毛筆を用いる、『夜
鶴庭訓抄』）を櫛のように並べ置き、〔櫛〕に見立て（図36）、「櫛箱」（図37）に入れ、厳島神社に特
使を派遣し、再び宝殿に奉納した。「櫛筆文書」はその奉納目録である。古来、櫛笥（くしげ）は神
殿に奉納されてきた。この「櫛筆」を奉納する趣向は、清盛一人の思いつきである。その鹿毛筆は失
われたが、その目録は平家納経の経箱の底に納置され、慶長7年に見出されるまで、当初のまま伝
存していたのである。
　後白河法皇（1127～92）御撰『梁塵秘抄』の今様に、「峯に起き臥す鹿だにも、仏に成ることいと
易し、己れが上毛を整へ筆に結ひ、一乗妙法書いたんなる功徳に」（239）とある。鹿も自分の上毛
を揃え束ねて筆を作り、一乗妙法（法華経）を書き写した功徳によって、まちがいなく成仏できると
いう。宗達は、清盛の趣向を見抜き、清盛願文の見返しに一頭の雌鹿を金銀泥で描き、首・腹・尻
の毛を銀泥で丁寧に描いている（図30）。

図36　「櫛筆」のイメージ
（筆を並べて櫛に見立てる）

図37　御櫛箱 附櫛七枚 豊受大神宮御料
昭和28年調進 三重・神宮司庁



III - 11

【平家納経の宗達補作のモティーフから嵯峨本・木版雲母刷装飾料紙へ】
（嵯峨本の謡本は、慶長12年（1607）頃から慶長15、16年頃まで印行された）

図44　薄 （慶長9年頃） 図45　磯山に満ち潮 （慶長9年頃）

図42　槇と浜松 （嵯峨本） 図43　山の端の日輪 （慶長9年頃）

図40　頻波（しきなみ） （嵯峨本） 図41　頻波（しきなみ） （嵯峨本）

図38　浜松に満ち潮 （嵯峨本） 図39　浜松と引き潮 （嵯峨本）

（図38～42は嵯峨本謡本。図43～45は素庵らが書写した観世流百番謡本である）



図46　期遠亭（角倉素庵）宛 藤原惺窩書状
慶長4年（1599）〔3月か4月〕24日（推定）
（素庵は嵯峨の印刷工房で本の装訂と修補を行った）

図47
嵯峨の角倉屋敷址（期遠亭は素庵の書斎名）
（現在、その跡に保養所「花のいえ」が建つ）

【宗達は平家納経補作の表紙絵・見返絵に平清盛と崇徳院への追善供養の意を込めた】
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　宗達の表紙絵・見返絵には、あたかも十二単の重ね着のように、意味が重層的に込められてい
る。いくつもの解釈が可能である。その基底にあるものは、仏教の無常観である。宗達は変化す
るもののなかに、流転するもののなかに、生生、つまり生命の発展を見る人である。かれは、時間
の移ろいを意識的に繊細に表現する。見返絵に描かれた雨の恵み受けて育つ槇の木、若草を食
む雌鹿は、生命の輝きに充ちている。その特質は、のち素庵が嵯峨の地で日本の古典文学書や
芸能書を出版した古活字版「嵯峨本」の表紙や本紙に用いられた木版雲母刷料紙の表現に受け
継がれた（図38～45）。
　新出の「期遠亭（素庵）宛 藤原惺窩書状」（図46）は、文面に「達徳録、今明日中相極候」とあ
り、慶長4年（1599）3月、4月頃の書状と思われる。贈呈された本のお礼を述べ、自らの近況を
報告している。
　素庵（29歳）は、洛西嵯峨の角倉屋敷（図47）内の古活字版印刷工房において出版した漢籍
の「四書」（『大学』『中庸』『論語』『孟子』）並び、「五経」の一つ『周詩』（詩経、毛詩ともいう）を師
である儒学者・藤原惺窩（1561～1619）に進呈した。この古活字本には、惺窩が絶賛するほどの
斬新な表紙装訂が施されていた。素庵自身が装訂を行った。また惺窩より依頼された書物の修
復を行ったと、書状にある。
　慶長初年、素庵は、叔父の医師吉田宗恂（了以の弟）が開設した古活字版印刷工房の事業を
任されていた。当然、そこには本を装訂し、修復を行う経師たちがいた。
　慶長7年の平家納経修復は、素庵の監修のもと、嵯峨印刷工房の経師の手で行われたと、わ
たしは推理している。表紙絵・見返絵の補作は、金銀泥や金銀砂子に優れた技術をもつ旧知の
六原の絵師・宗達に依頼した。宗達は、素庵の期待に応えて、典雅で斬新な構図の風景画を描
き、その絵に平清盛と崇徳院への追善供養の意を込めた。
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【「平家納経」関係年表】

永久6年（1118）正月18日

久安2年（1146）2月1日

久安2年（1146）2月2日

保元元年（1156）7月10日

保元元年（1156）7月11日

保元3年（1159）8月10日

平治元年（1159）12月

永暦元年（1160）8月11日

永暦2年（1161）9月3日

応保元年（1161）9月13日

応保2年（1162）4月7日

応保2年（1162）8月20日

長寛2年（1164）9月

仁安元年（1166）11月11日

仁安元年（1166）11月18日

仁安2年（1167）2月11日

仁安3年（1168）2月11日

治承5年（1181）閏2月4日

慶長3年（1598）6月8日

慶長7年（1602）5月

平清盛（1歳）、誕生する。

平清盛（29歳）、正四位下に叙せられる。

平清盛（29歳）、安芸守（兼中務大輔）に任じられる。

《保元の乱》。藤原頼長、戦死、崇徳上皇、讃岐に配流。

平清盛（39歳）、播磨守に任じられる。（《保元の乱》の勲功による）。

平清盛（41歳）、大宰大弐に任じられる。

《平治の乱》。

平清盛（43歳）、参議に任じられる（正三位）。《保元の乱》、《平治の
乱》に勝利し、安芸国の厳島神社に参り、厳島大明神に感謝を表す。

平清盛の義妹、平滋子（後白川上皇の后）、上皇の皇子、憲仁（後の
高倉天皇）を出産する。

平清盛（44歳）、権中納言に任じられる。

平清盛（45歳）、皇太后宮権大夫を兼任する。

平清盛（45歳）、従二位に叙せられる。

平清盛（47歳）、子弟・一族・郎党ら三十二人結縁して「平家納経」を
安芸国厳島神社に奉納供養する。願文巻末に「長寛二年九月 日弟
子従二位行権中納言兼皇太后宮権大夫平朝臣清盛敬白」とある。

平清盛（49歳）、内大臣に任じられる。

平清盛（49歳）、「櫛筆文書」を書して、特使を厳島神社に派遣し、
奉納する。文書に「櫛筆 仁安元年十一月十八日 内大臣平朝臣清盛」
とある。

平清盛（50歳）、太政大臣に任じられる。

平清盛（51歳）、病により六波羅第において出家する。

平清盛（64歳）、六波羅泉殿にて死去。

石田三成（39歳）、厳島神社で「平家納経」を拝観する。

福島正則（41歳）、「平家納経」を修復し、蔦文蒔絵唐櫃を収納のた
め寄進する（蓋裏の銘）。絵師宗達、「化城喩品」「嘱累品」二巻の表
紙絵・見返絵、「清盛願文」の表紙絵・見返絵を新たに描く。願文に
「櫛筆文書」が添付される。


